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番
号

業 種
（規模）

発生月

時間帯
事故の型

被災者の職種

年代

1

一般貨物自動車
運送業

4-3-1

(20名)

1月

16～17時頃
交通事故

運転者

30代

2

その他の
建築工事業

3-2-9

(2名)

1月

16～17時頃
墜落、転落

タイル張工

40代

3

プラスチック
製品製造業

1-8-5

(45名)

1月

9～10時頃
墜落、転落

製造工

60代

4

一般貨物自動車
運送業

4-3-1

(19名)

2月

5～6時頃
火災

運転者

60代

5

その他の事業

17-2-9

（7名)

2月

10～11時頃
激突され

作業者・技能者

30代

6

倉庫業

8-4-1

（210名)

4月

18～19時頃

はさまれ・
巻き込まれ

運転者

40代

7

新聞販売業

8-2-5

（40名)

5月

16～17時頃
交通事故

配達員

60代

8

警備業

17-2-1

（10名)

6月

13～14時頃
交通事故

警備員

60代

9

警備業

17-2-1

（31名)

7月

10時頃

はさまれ・
巻き込まれ

警備員

50代

10

その他の
土木工事業

3-1-99

（5名)

7月

17～18時頃

高温・低温
の物との接

触

作業者・技能者

30代

11

上下水道
工事業

3-1-10

（2名)

10月

16時頃
飛来、落下

土工

20代

道路交通の障害となっていた樹木、下草等の除去作業を行う
ため、片側１車線を規制し、車両規制の両端に被災者ともう
１名の警備員を配置し、交通誘導を行っていたところ、被災
者側から走行してきた乗用車に被災者が激突されたもの。

道路舗装復旧工事現場において、一般車両の交通誘導作業
中、ドラグショベルの後方にいたところ、作業のため後退し
てきたドラグショベルの下敷きになったもの。

住宅解体工事において、当日の作業終了後、散水、清掃作業
を行っていた。被災者は、散水を終了するため、水道の蛇口
を閉めに行ったが、戻ってこないため、他の労働者が見に
行ったところ、被災者が倒れていた。約８時間後に熱射病に
より死亡したもの。

コンクリートの入ったホッパーをドラグショベルを用いて吊
り上げ、ピット内に降ろしていたところ、ホッパーを吊って
いたワイヤーロープが切断し、落下したホッパーが被災者の
頭部に当たったもの。

原動機付き自転車に乗り、新聞配達を行っていたところ、交
差点で軽乗用車と出会い頭に衝突したもの。

車輪付き機械設備の運搬作業を手押しによって行っていたと
ころ、通路の段差により設備が転倒、被災者の頭部が下敷き
となったもの。

高速道路を冷凍車で走行中、運転席から出火し、車両を路側
帯に停車したが、車外に避難できず、シートベルトをしたま
まの状態で焼死したもの。

高さ30ｍを超える外部足場上にて外壁のタイル補修工事中、
墜落したもの。

工場の天井の蛍光灯移設作業を、移動はしご上より行ってい
たところ、バランスを崩し3.5ｍ下に墜落したもの。

フォークリフトの運転作業中、積載した荷がずれたため、運
転を止め、運転席前方のマストの間から身を乗り出して荷を
直していたが、操作レバーに身体が接触したため、マストが
運転席側に傾斜し、マストとヘッドガードの間にはさまれた
もの。

平 成 2 0 年 死 亡 災 害 の 概 要

発 生 状 況

トラックで峠の頂上付近の見通しが悪いカーブの国道を走行
中、センターラインを越え正面衝突したもの。
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（規模）
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時間帯
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被災者の職種

年代
発 生 状 況

12

セメント・
同製品製造業

1-9-1

（5名)

10月

14～15時頃

はさまれ・
巻き込まれ

窯業原料工

50代

13

その他の
金属製品製造業

1-12-9

（2名)

11月

10～11時頃
崩壊、倒壊

作業者・技能者

60代

14

その他の
建築工事業

3-2-9

（7名)

11月

15～16時頃
墜落、転落

清掃員

60代

コンクリートの原料を混合するミキサー内部で、底板の張替
え作業を行っていたところ、突然、ミキサーの電源が入り、
回転する混練羽に巻き込まれたもの。

設備の解体作業において、解体途中の鉄骨部材が倒れ、その
下敷きになったもの。

建築物の改修工事において、窓に貼られたフィルムを手でつ
かみ引き剥がそうとしたところ、フィルムが切れ、後方に倒
れ、手すりと足場板の間から転落したもの。


